
阿波支所 八幡神社花まつり(11月３日）

勝北支所 新野まつり(11月３日）

加茂支所 かも谷まつり(11月４日）
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財
団
法
人　

岡
山
県
産
業
振
興
財
団　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

理
事
長　

青
井 

賢
平
さ
ん
（
赤
磐
市
）

　

今
回
は
、
県
内
唯
一
の
総
合
的
産
業

支
援
機
関
の
か
じ
取
り
役
と
し
て
活
躍

中
の
青
井
賢
平
さ
ん
か
ら
、
地
域
産
業

に
つ
い
て
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

地
域
産
業
の
活
性
化
に
は
外
発
的

対
策
（
企
業
誘
致
の
推
進
）
に
加
え
、

内
発
的
対
策
（
既
存
企
業
の
活
性
化

と
新
規
創
業
支
援
）
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
内
発
的
対
策
の
１
つ
と
し
て「
産

学
官
連
携
」
が
あ
り
ま
す
。「
産
学

官
連
携
」
と
は
地
域
産
業
・
大
学
な

ど
の
高
等
教
育
機
関
・
自
治
体
が
連

携
し
、
共
同
研
究
な
ど
の
交
流
を
通

じ
生
み
出
さ
れ
た
技
術
を
民
間
企
業

に
お
い
て
産
業
化
に
結
び
付
け
る
営

み
で
す
。
企
業
に
と
っ
て
は
外
部
資

源
を
活
用
し
効
率
的
な
開
発
を
行
う

こ
と
が
可
能
に
な
り
、
大
学
な
ど
に

と
っ
て
も
産
業
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
し

た
研
究
を
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
自
治
体
に
と
っ
て
も

税
収
増
加
な
ど
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が

あ
り
、
現
在
全
国
で
活
発
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

  

「
産
学
官
」
連
携
を
進
め
る
に
あ
た

り
、
津
山
市
に
は
、
機
械
製
造
・
電
気
・

電
子
な
ど
の
「
産
」、
美
作
大
学
・

津
山
工
業
高
等
専
門
学
校
な
ど
の

「
学
」、「
官
」
と
し
て
の
つ
や
ま
新

産
業
開
発
推
進
機
構
な
ど
「
産
学
官
」

の
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
そ
ろ
っ
て
お
り
、

ス
テ
ン
レ
ス
・
食
品
・
農
業
分
野
な

ど
で
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な

産
業
が
多
く
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
一
層
活
発
な
「
産
学
官
連

携
」
に
よ
る
産
業
起
こ
し
を
期
待
す

る
と
と
も
に
、
美
作
地
域
や
県
北
を

１
つ
の
地
域
と
し
て
、
周
辺
自
治
体

と
相
互
に
協
力
し
、
さ
ら
に
地
域
産

業
が
活
性
化
す
る
よ
う
期
待
し
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
井 

賢
平

　10月下旬から11月初旬にか
けて、各地で秋祭りが開催さ
れました。
　さわやかな秋晴れに恵まれ、
家族連れなど多くの人でにぎ
わいました。

各
地
で

実
り
の
秋
を

満
喫

「
産
学
官
連
携
」
に
よ
る
産
業
起
こ
し
を

市政アドバイザーか
らの 津山市成人を祝う会

！！

と　き　１月13日㈰　受付開始：午前11時30分
　　　　　　　　　　開　　会：午後０時30分
ところ　津山総合体育館
対　象　昭和62年４月２日～63年４月１日生まれの人
※津山市に住民登録している人には、はがきで直接案内しま
　す。住民登録のない人も出席できます。案内はがきが必要
　な人は、事前にお問い合わせください
問い合わせ先　社会教育課332‐2118

久米支所 仙人まつり‶秋編"(10月21日）

平成20年２月以降に採用する臨時職員の登録試験

◉あおい　けんぺい　赤磐市生まれ。名古屋工業大学卒業。岡山県庁入庁後、工業振興課長、商工労働
部長を歴任し、地域産業の振興に携わる。平成17年から現職で、高等教育機関の研究成果の技術移転
やベンチャー企業育成支援など幅広い取り組みを行う。

平成20年４月以降に採用する臨時職員の登録試験

津 山 市 臨 時 職 員 登 録 試 験

臨
時
事
務
補
助

受
験
資
格　

昭
和
23
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
、
パ
ソ
コ
ン

の
基
本
操
作
（
ワ
ー
ド
、
エ
ク

セ
ル
）
の
で
き
る
人

登
録
予
定
人
数　

60
人
程
度

臨
時
図
書
館
司
書

受
験
資
格　

昭
和
23
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
図
書

館
司
書
資
格
を
有
す
る
人
、
ま

た
は
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見

込
み
の
人

登
録
予
定
人
数　

10
人
程
度

試
験
日　

２
月
２
日
㈯
午
前
９
時

～
試
験
会
場　

市
役
所
２
階
大
会
議

室
ほ
か

試
験
内
容　

筆
記
と
面
接

応
募
方
法　

人
事
課
（
市
役
所
３

階
）、
ま
た
は
市
立
図
書
館
に

備
え
付
け
の
所
定
の
申
込
書

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
印
刷

も
可
）
に
記
入
の
う
え
、
臨
時

図
書
館
司
書
は
資
格
証
の
写
し

を
添
え
て
提
出

応
募
先　

人
事
課

締
め
切
り　

１
月
22
日
㈫
午
後
５

時
15
分
必
着

問
い
合
わ
せ
先　

人
事
課
3 
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︲
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、
ま
た
は
市
立
図

書
館
3 

24
︲
２
９
１
９

臨
時
保
育
士

受
験
資
格　

昭
和
23
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
保
育
士

資
格
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
３

月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込
み
の

人
登
録
予
定
人
数　

20
人
程
度

臨
時
幼
稚
園
教
諭

受
験
資
格　

昭
和
23
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
幼
稚
園

教
諭
免
許
を
有
す
る
人
、
ま
た

は
３
月
31
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人

登
録
予
定
人
数　

20
人
程
度

試
験
日　

２
月
２
日
㈯
午
前
９
時

～
試
験
会
場　

市
役
所
東
庁
舎

試
験
内
容　

筆
記
、
面
接
、
実
技

　
（
実
技
は
幼
稚
園
教
諭
の
み
）

応
募
方
法　

教
育
管
理
課
（
市
役

所
東
庁
舎
２
階
）、
こ
ど
も
課

（
市
役
所
１
階
９
番
窓
口
）、
ま

た
は
教
育
委
員
会
各
分
室
備
え

付
け
の
所
定
の
申
込
書
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
印
刷
も
可
）に

記
入
の
う
え
、
資
格
証
ま
た
は

免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
提
出

応
募
先　

教
育
管
理
課

締
め
切
り　

１
月
22
日
㈫
午
後
５

時
15
分
必
着

問
い
合
わ
せ
先　
臨
時
保
育
士
＝

　

こ
ど
も
課
3 
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︲
２
０
６
５
、

臨
時
幼
稚
園
教
諭
＝
教
育
管
理

課
3 
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２
１
１
２

臨
時
保
健
師

受
験
資
格　

昭
和
23
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
保
健
師

免
許
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
）

の
で
き
る
人

臨
時
看
護
師

受
験
資
格　

昭
和
23
年
４
月
２
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
看
護
師

免
許
を
有
し
、
パ
ソ
コ
ン
の
基

本
操
作
（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
）

の
で
き
る
人

登
録
予
定
人
数　

臨
時
保
健
師
・

臨
時
看
護
師
合
わ
せ
て
３
人
程

度
試
験
日　

１
月
９
日
㈬
午
前
９
時

～
試
験
会
場　

市
役
所
２
階
第
１
委

員
会
室
ほ
か

試
験
内
容　

作
文
と
面
接

応
募
方
法　

人
事
課
（
市
役
所
３

階
）
に
備
え
付
け
の
所
定
の
申

込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の

印
刷
も
可
）
に
記
入
の
う
え
、

免
許
証
の
写
し
を
添
え
て
提
出

応
募
先　

人
事
課

締
め
切
り　

１
月
８
日
㈫
午
後
５

時
15
分

問
い
合
わ
せ
先　

人
事
課
3 

32

︲
２
０
４
３


